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本論文は、三部グラフ(bipa血tegraph)というデータ表現を用いて、 2つの実用的で挑戦的な
課題に取り組んだ手法を論じたものである。ひとつは、情報検索で必須な検索質問(クエリ)

の意図を知的に汲み取る手法である。 tなわち、情報検索においては、クエリから一義的に検

索意図を解釈することは一般的には困難であり、多義的な解釈がされる場合が多い。そこで、

多義性(サブトピック性)に応じて、検索意図をマイニングし、それを検索結果のランキング

に反映tる手法が要求される。このため、検索候補となるサブトピックと素性(f松加NS)の間

に二部グラフを構成することで、サブトピックの検索におけるランキングが向上できる仕組み

を述べている。もうひとつは、インターネット上に公開されている遺伝子情報と、患者に観察

される症状、ならびに病気の 3つ組の情報を基に、遺伝子(gene)と病気(disease)で二部グ
ラフを作成し、症状(phenotype)と遺伝子(g印e)で別の二部グラフを作成しておき、これら
2 セットの二部グラフに重みや情報伝播を適切に定義することで、症状から(遺伝子因子で決

まる)病気を予測する手法である。この他、上記2 つの手法において、ランキング手法だけで

なく各種の新規な素陛を提案している。

論文の構成は第 1章で、対象とする問題の全体像を述べ、第2章で関連研究を述べ、第3章

では二部グラフを始め、論文で用いている数学的な道具の定義を行っている。第4章でサブト

ピック・マイニングを述,く、同時に、検索意図が多義にわたる場合の多様性(dNasi6Cation)

を創出するために必要な素陛の提案を行っている。第 5 章では、遺伝子情報を介して、症状か

らの遺伝的要因で決まる病気の予測手法を論じている。第 6章では、本論文を総括し、今後の

展望について述べている。

文内

i

ク、 の
^

三部グラフ表現は、りンクのある大規模データ処理に適したデータ表現として、 web マイニン

グ、特に恬報検索において、 web サイトの品質を数値化する手法として用いられてきた。本論

文では、二部グラフを、情報検索分野での研究の最前線テーマのひとつである、ビッグデータ

を仮定した情報検索のフロントエンドである検索意図マイニング(intent mining)、ならびに検
索結果の多様化(diverS所Cation)に適用する画期的な手法を提案している。司、なわち、一般に

暖昧な検索質問(クエリ)が与えられ、それに関わる複数の関連するサブトピックとの関連度

を数値化tるために二部グラフを導入し、さらに、 D情報多様化のための新規度(novelty)」と
いう新たな尺度を導入することで、検索結果の多様化に成功Lている。その結果は、国際コン

テストである NTCIR、10 qNTENT、2 タスク)ならびに NTaR・12 (1MINE・2 タスク)の 2 セッ

トのデータでの実験ですべての陛能尺度において参加したチームのどの手法よりも高精度な多

様イヒ性能を発揮することが耐翫忍されている。また、この二部グラフを巧妙に活用して、病気と

遺伝子の問の関係を二部グラフで表現し、一方、症状と遺伝子の間の関係を二部グラフで表現

し、これら2 セットの二部グラフで、相関の度合いをグラフのエッジの重みに用い、遺伝子情

報部分を経由することで、遺伝的要因に起因する病気の予測を、症ガけ永,ナから推定する画期的

な手法を提案し、従来手法である Phenomizerシステムに比べて予卸例署度が大幅に向上すること

を示している。このように、情報検索ならびにデータマイニングの次世代技術を開拓したこと

と、これらの分野の発展に大きく貢献した点が高く評価できる。

以上により、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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